
４００年前の味で島興し 

～郷土料理「紀寿し」の復活～ 

奈良尾町漁業協同組合女性部 谷 佳江 



長崎県新上五島町奈良尾地区 

奈良尾 
地区 

中通島 

長崎県 

五島列島 

・長崎の西約７０km 
・長崎・福江からの海の玄関口 
・住民のルーツは、４００年前に 
 魚群を追ってきた紀州の漁師と 
 言われている。 
 



大型まき網漁業基地として栄えた奈良尾地区 

「日本一金持ちの
島」とも呼ばれ、船
団が帰港する満月
の前後の月夜間
（つきよま）はおお
いに賑わった 

月夜間美人  



漁協女性部活動 

公民館結婚式 

貯蓄運動 

生協活動 

～かつては５００名の大所帯～ 



奈良尾の郷土料理 

生寿司 厚焼き おかめ寿司 

（アジの姿寿司） （魚肉を練り込んだ卵焼き） （おからのお寿司） 

お祝いごとでは欠かせない、  
奈良尾独特の郷土料理 



平成に入ってからの奈良尾 

イワシ漁獲量の激減 

まき網船団の減少 

関連産業の撤退 

地域活力の低下 

街も寂しくなり、女性部員も２００名程度に減少しました・・・ 

若い人達の中には、郷土料理の作り方を知らない人も出てきました。 



漁協女性部の思い 

若い人達の中には、奈良尾に伝わる郷土料理の作り
方を知らない人たちも出てきた 

伝統ある郷土料理を残し、地域を活性化できないだ
ろうか 

代表的な「生寿司」の販売
による地域活性化と郷土料理
の保存・承継 



「生寿司」とは 
  き  ず   し 

元々、紀州の漁師が長い船旅に備えて、酢漬けにし
た魚におにぎりを組み合わせた保存食 

・長い年月をかけて承継された結果・・・ 

・各家庭で独自の味付け 

「生寿司」を美味しく作る必要がある！ 



「郷土料理研究会」の発足 
平成１７年 漁協女性部有志７名で発足 

目的：郷土料理の保存・承継 

・姿寿司が郷土料理として残る、和歌山県 

 湊浦漁協（現 和歌山南漁協湊浦支所）へ 

湊浦漁協 

 の加工研修 

和歌山県では
「生寿司」と
そっくりのサ
ンマの姿寿司
を作っていま
した。 

食育活動・魚食普及 



「生寿司」の改良 

アジをまるごと一匹、頭からしっぽまで 

【こだわったポイント】 

誰でも美味しく食べられるように現代風に 

・酢の配合、漬け込み方を工夫 

島内でだんだん売れるようになってきま
した！ 

「生寿司」の改良・商品化 

・レシピの完成 

・カマス、ムツ、サンマ等のバリエーションも 

地元五島産の新鮮なアジを原材料に 



だんだん知名度も上がってきました！ 

平成１９年 漫画「美味しん
ぼ」に掲載されました。 

『奈良尾と「生寿司」が漫画
に載ってる！』と、島から都
会へ出て行った若者からの反
響が大きかった。 

http:///


「紀寿し」という名のこだわり 

平成２１年度 町の支援（離島漁業再生支援交付金事業）  

       による加工場整備 

奈良尾に暮らす漁師のルーツ 
約４００年前に「紀州（和歌山県）」より、魚群を追って移り住
んだ人達と言われている。 

生寿司は、紀州の漁師が発祥であることに想いを馳せ 

「紀寿し」と名づけた。 

【平成２３年度 商標登録】  

  き 



島外での販売活動を活発に行いました 
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（単位：千円） 
売上額の推移 

当初、年間４０万円にも満たな
かった売上げは、１５０万円にも
なりました！ 



受賞・取材など 
平成２３年度 ながさき水産業大賞 県漁連会長特別賞 

平成２３年度 食アメニティコンテスト 審査会特別賞 

平成２４年１０月 雑誌「島へ。」への掲載 

平成２４年９月 県広報誌「ながさきにこり」への掲載 

 【食アメニティコンテスト表彰式（東京）】 

【県広報誌「ながさきにこり」に掲載】 
【雑誌「島へ。」に掲載】 



今後の展開 

より多くの皆さんに奈良尾の郷土料理や 

「紀寿し」を味わっていただきたい 

• より安定的な生産体制の整備 

 

• 販売量の増加 

 

• 後継者の確保 

 

 



「伝える」活動 

平成19年度  １２回 

平成20年度  １１回 

平成21年度  １１回 

平成22年度  １３回 

平成23年度  １１回 

平成24年度 

  （予定） 
 １４回 

お魚料理教室、郷土料理教室の開催回数 

地元中学校での「お魚料理教室」 



大人の料理教室 

食文化講演会 【平成１９年】 

【平成２２年】 

県内児童養護施設の栄養士・調理師
を対象とした郷土料理講習会 



公民館結婚式 
トライアスロン

大会 

島外の方への「おもてなし」 



「食」に対する思い 

・美味しいものを食べて、心豊かになってほしい 

・伝統の食に対する感謝の思い 

・地域に根付く食文化に少しでも役立ちたい 



『長崎の教会群とキリスト教関連遺産』が世界遺産
登録を目指しています。 

新上五島町には、島の津々浦々に２９もの教会
があります。 

【青砂ヶ浦教会】 【頭ヶ島教会】 

http://heiwa-ga-ichiban.jp/sekai/sub/sub20.html


島 の 魅 力 

美しい海 美味しい食材 人々の人情味 

上五島へ来られましたら、「月夜間とロマンの里」奈良
尾へ、是非、お立ち寄りになり、「紀寿し」をご賞味く
ださい！   



漁協女性部の「月夜間美人」が皆様をお待
ちしております！ 


